
第１２講
賃金格差

1



本講の「めあて」

•前回は「資本と労働の間」の分配について学び
ました。

•今日のテーマは「労働者間」の分配です。

•具体的には：
• 賃金格差の動向を理解したい。

• 事実と合う数理モデルを構築し、メカニズムを理解
したい。
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データやグラフの出所

• Acemoglu, Daron. "Technical change, inequality, 
and the labor market." Journal of Economic 
Literature (2002) 7-72.

• Acemoglu, Daron, and David Autor. "Skills, tasks 
and technologies: Implications for employment and 
earnings." Handbook of Labor Economics. Vol. 4. 
Elsevier, 2011. 1043-1171.

• https://www.theprofitparadox.com/
• 2021年に出版された書籍のサイト。

• データが最も新しい。
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「労働者」を分類する

•従来の「労働投入」という概念は「労働者は均
質的」であると想定していた。

•そろそろ「集計量」から離れよう。

•分類方法は無数に考えられる。
• 男女？

• 年齢？

• 地域？

•おそらく上記のどの分類も大事だけど、我々が
注目するのは…
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学歴別賃金の推移
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大卒VS高卒以下
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College Premium

•「労働者」を２種類に分類：
• 大学・大学院および大学相当

• 高校・高校相当およびそれ以下

•それぞれのグループの平均賃金を計算し、それ
らの比を計算したものを「大卒プレミアム
（College Premium）」と呼ぶ。
• ％表記

• 比率のまま

• 比率を対数変換
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大卒労働供給の推移
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供給増加と価格上昇

•おおまかな傾向として、大卒労働力の供給が増
え続けている一方で、大卒賃金が相対的に上昇
を続けている。
• 経済学の基本原理と整合的？

•さらに、高卒以下グループでは、５０年前の賃
金よりも低い賃金しか得られないという惨状で
ある。
• 賃金の相対的下落、だけでなく、絶対水準も下がっ
ている。
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トップ１％
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生産性上昇と賃金の停滞
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賃金格差をモデル化する

•労働投入を二種類考える
• 𝐻：専門職、管理職

• 𝐿：マニュアル型、単純労働

• CES型生産関数：𝜌 ≤ 1として、

𝑌 = 𝐹 𝐿, 𝐻 = 𝐿𝜌 + 𝐻𝜌
1
𝜌

•代替の弾力性は
1

1 − 𝜌
= 𝜎

•ここまでは前回「資本と労働」と同じ構造。
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CES型生産関数の性質

• 𝜎 > 1 𝜌 > 0 : 𝐿と𝐻は粗代替（gross 
substitutes）

• 𝜎 < 1 𝜌 < 0 : 𝐿と𝐻は粗補完（gross 
complements）

•特殊ケース：
𝜎 → 0 𝜌 → −∞ : レオンチェフ生産関数

𝜎 → ∞ 𝜌 → 1 : 完全代替（𝑌 = 𝐿 + 𝐻）

𝜎 → 1 𝜌 → 0 : コブ・ダグラス型生産関数
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技術進歩

•生産関数を拡張：

𝑌 = 𝐹 𝐿, 𝐻 = 𝐴𝐿𝐿
𝜌 + 𝐴𝐻𝐻

𝜌
1
𝜌

• 𝐴𝐿：𝐿の生産性

• 𝐴𝐻：𝐻の生産性

•バイアスを持つ技術進歩：
• 限界生産力の比率（𝐹𝐻/𝐹𝐿）に注目

• のちほど計算します。

•ここからは手書きになります。
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